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未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
未
入
会
勤
務
医
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

日
時　

７
月
８
日
（
土
）
午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

会
場　

 

千
里
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
７
階

（「
千
里
中
央
」
駅
北
出
口
か
ら
す
ぐ
）

講
師　

 

滝
川
雅
之
氏
（
ハ
ロ
ー
歯
科
院
長
、
岡
山
大
学
歯
学

部
臨
床
講
師
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円　
　

定
員　

40
人

妊
婦
の
歯
科
治
療
と
禁
煙
支
援
〜
マ
イ
ナ
ス
１
歳
か

ら
の
健
口
支
援
の
す
す
め

北
大
阪
地
区
講
習
会

日
時　

７
月
９
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
東
隣
り
）

講
師　

 

水
口
俊
介
氏
（
東
京
医
科
歯
科
大
学
大
学
院
医
歯
学

総
合
研
究
科
高
齢
者
歯
科
学
教
授
）

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

定
員　

１
０
０
人

全
部
床
義
歯
の
印
象
採
得
と
咬
合
採
得
の
ポ
イ
ン
ト

を
押
さ
え
軟
質
裏
装
を
成
功
さ
せ
る

７
月
度
生
涯
研
修

日
時　

７
月
９
日
（
日
）
９
時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分

会
場　

保
険
医
会
館
５
階

定
員　

15
人
（
先
着
順
）
※
１
院
所
２
人
ま
で

講
師　

歯
科
臨
床
・
学
術
部
講
師
団

会
費　

会
員
院
所
歯
科
衛
生
士
５
千
円
。『
正
確
な
シ
ャ
ー

プ
ニ
ン
グ
安
全
な
ス
ケ
ー
ラ
ー
操
作
』（
定
価
３
９
９
６

円
）
を
テ
キ
ス
ト
と
し
て
使
用
し
ま
す
の
で
、
院
所
で
一

冊
購
入
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
（
別
途
案
内
あ
り
）

持
参
物　

顎
模
型
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
テ
ス
タ
ー
、
シ
ャ
ー
プ

ニ
ン
グ
ス
ト
ー
ン
、
グ
レ
ー
シ
ー
ス
ケ
ー
ラ
ー
（
貸
出
は

あ
り
ま
せ
ん
）

シ
ャ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
〜
よ
り
よ
い
ス
ケ
ー
リ

ン
グ
の
た
め
に

日
時　

７
月
８
日
（
土
）
午
後
６
時
〜
９
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

神
野
時
有
氏
（
岡
山
県
岡
山
市
開
業
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

混
合
歯
列
期
を
中
心
と
し
た
不
正
咬
合
の
治
療
法

大
阪
市
東
部
・
北
部
地
区
講
習
会

日
時　

８
月
６
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
東
隣
り
）

講
師　

 

末
瀬
一
彦
氏
（
一
社
・
日
本
デ
ジ
タ
ル
歯
科
学
会
理

事
長
）　
　

定
員　

１
０
０
人

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

保
険
治
療
で
こ
こ
ま
で
で
き
る
審
美
的
歯
冠
修
復
治
療

大
阪
市
西
部
地
区
講
習
会

日
時　

７
月
８
日
（
土
）
午
後
７
時
〜
９
時

会
場　

 

高
槻
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
研
修
室
（
各
線
高
槻
駅

か
ら
徒
歩
８
分
）

講
師　

 

西
真
紀
子
氏
（
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
・
コ
ー
ク
大
学
博
士

課
程
在
籍
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
最
先
端
の
む
し
歯
・
歯

周
病
予
防
を
要
求
す
る
会
」
理
事
長
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円　
　

定
員　

50
人

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
＆
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
予
防
歯
科
最
前
線

三
島
地
区
講
習
会

大阪府、堺市の財政支援の実績と予定 （単位：億円）

総　　額 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019

大阪府 262億円 31.5 31.5 25.1 25.1 25.1 25.1 25.1 13 7.1 7.1

堺　市 184億円 28.7 34.7 21 18.4 16.6 15.2 14.3 13.8 13.4 6.3

合　計 446億円 60.2 66.2 46.1 43.5 41.7 40.3 39.4 26.8 20.5 13.4
（注：大阪府は、2008～2021年度までの14年間補助金支出の予定であり、合計欄はその額も含む）
（注：堺市は、2009～2020年度までの12年間減税措置の予定であり、合計欄はその額も含む）

５
・
18
国
会
行
動

要
請
議
員
一
覧

６
・
１
国
会
行
動

要
請
議
員
一
覧

関心高い歯科技工問題
破
綻
し
た
企
業
誘
致
政
策

理事・相談役　伊津進弘

5・18国
会
行
動

の
政
府
の
傍
若
無
人
ぶ
り
を

批
判
し
、
小
選
挙
区
中
心
の

選
挙
制
度
の
弊
害
を
指
摘
。

野
党
共
闘
で
対
峙
す
る
必
要

性
や
、
選
挙
の
比
例
代
表
制

へ
の
移
行
な
ど
に
つ
い
て
も

言
及
し
た
。

　

清
水
議
員
か
ら
は
歯
科
技

工
問
題
に
つ
い
て
質
問
が
あ

っ
た
。
歯
科
が
置
か
れ
て
い

る
状
況
や
技
工
士
の
現
状
に

つ
い
て
詳
し
く
説
明
す
る

と
、
議
員
か
ら
は
国
会
で
も

追
及
し
て
い
き
た
い
と
の
反

応
が
あ
っ
た
。
き
っ
と
国
会

で
的
確
な
よ
い
質
問
が
さ

れ
、
解
決
に
向
け
た
方
向
が

見
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

か
。

　

歯
科
医
療
を
よ
く
す
る
為

に
は
こ
の
よ
う
な
国
会
行
動

を
通
じ
て
、
議
員
に
直
接
働

き
か
け
る
事
も
重
要
な
こ
と

だ
と
改
め
て
認
識
し
た
。

　

シ
ャ
ー
プ
が
堺
工
場
建
設

を
２
０
０
７
年
に
発
表
し
た

直
後
、
大
阪
府
と
堺
市
は

「
誘
致
の
成
果
」
だ
と
大
喜

び
し
た
。
同
工
場
は
、
わ
ず

か
操
業
４
年
で
台
湾
企
業
・

ホ
ン
ハ
イ
の
子
会
社
に
な
っ

た
。
い
ま
、
自
治
体
が
膨
大

な
税
金
を
投
じ
て
誘
致
し
た

工
場
の
閉
鎖
や
売
却
が
全
国

で
起
き
て
い
る
。
大
企
業
誘

致
頼
み
の
地
域
振
興
策
の
是

非
が
問
わ
れ
て
い
る
。

ケ
タ
違
い
の
補
助
金

　

シ
ャ
ー
プ
堺
工
場
を
め
ぐ

る
誘
致
策
の
特
徴
は
、
イ
ン

フ
ラ
整
備
や
規
制
緩
和
と
併

せ
、多
額
の「
補
助
金
」
支
出

が
行
わ
れ
た
こ
と
だ
。
大
阪

府
は
、
総
額
で

補
助
金
２
６
２

億
円
。
堺
市

は
、
固
定
資
産

税
な
ど
の
８
割

減
税
１
８
４
億

や
、
多
額
の
公

金
を
支
出
し
て

の
大
企
業
誘
致

政
策
は
完
全
に

破
た
ん
し
て
い

る
。

じ
て
大
企
業
偏
重
の
誘
致
策

の
異
常
さ
が
浮
き
彫
り
に
な

っ
て
い
る
。

　

堺
市
は
「
８
割
減
税
し
て

も
２
割
の
税
収
が
あ
る
」
と

説
明
し
て
き
た
。
し
か
し
、

増
収
に
伴
っ
て
国
か
ら
受
け

セ
ス
メ
ン
ト
の
法
的
手
続
き

の
免
除
な
ど
特
別
措
置
が
図

ら
れ
た
。

　

ま
た
、
府
は
当
初
、「
３

兆
９
千
億
円
の
波
及
効
果
」

と
発
表
し
た
。
し
か
し
、
稼

働
し
て
７
年
経
つ
が
、
多
額

い
る
。

　

加
え
て
、
08
年
の
リ
ー
マ

ン
・
シ
ョ
ッ
ク
後
、
工
場
の

閉
鎖
・
縮
小
が
相
次
い
で
い

る
。
企
業
は
、
地
元
の
意
向

よ
り
も
、
自
ら
の
経
営
判
断

で
進
出
・
撤
退
す
る
。
も
は

円
。
財
政
支
援
は
現
在
も
続

く
（
下
表
）。

　

多
額
の
補
助
金
に
疑
問
を

抱
い
た
住
民
は
、
公
金
の
支

出
差
し
止
め
を
求
め
て
09
年

に
提
訴
し
た
。
一
審
の
不
当

判
決
を
受
け
て
控
訴
審
が
争

わ
れ
て
い
る
が
、
裁
判
を
通

取
る
地
方
交
付
税
交
付
金
は

減
額
さ
れ
る
。
こ
の
分
を
差

し
引
き
す
れ
ば
、
財
政
収
支

上
10
年
間
で
63
億
円
の
マ
イ

ナ
ス
に
な
る
。
さ
ら
に
、
行

政
丸
抱
え
で
の
イ
ン
フ
ラ
整

備
や
、
都
市
計
画
を
逸
脱
す

る
開
発
許
可
不
要
・
環
境
ア

の
補
助
金
を
支
出
し
て
い
る

に
も
関
わ
ら
ず
、
具
体
的
な

検
証
や
説
明
は
全
く
な
い
。

　

財
界
の
調
査
報
告
で
も
、

経
産
省
の
調
査
報
告
で
も
、

自
治
体
の
財
政
支
援
は
、

「
企
業
立
地
の
決
定
的
要
因

で
は
な
い
」
と
結
論
づ
け
て

転
換
図
る
竹
山
市
政

　

堺
市
は
竹
山
修
身
市
長
の

就
任
後
、
企
業
誘
致
策
の
大

転
換
を
図
っ
て
い
る
。
減
税

対
象
を
臨
海
部
だ
け
で
な

く
、
内
陸
部
の
地
元
企
業
に

も
拡
大
。
工
場
規
模
に
よ
る

優
遇
で
は
な
く
、
地
元
定
着

に
重
き
を
置
い
た
支
援
策
に

と
大
転
換
し
て
い
る
。

　

一
方
、
維
新
府
政
は
大
企

業
優
遇
策
に
固
執
し
て
い

る
。
今
年
度
も
同
工
場
に
約

13
億
円
を
支
出
。「
大
阪
都
構

想
」
に
固
執
し
、
カ
ジ
ノ
誘

致
ま
で
公
言
し
て
い
る
。
カ

ジ
ノ
は
博
打
で
あ
り
、
最
悪

の
企
業
誘
致
策
だ
。
何
千
億

円
も
の
税
金
で
イ
ン
フ
ラ
を

整
備
す
る
と
し
、
そ
の
財
源

確
保
の
た
め
に
堺
市
の
廃
止

・
財
源
ま
で
狙
わ
れ
て
い
る
。

　

大
企
業
誘
致
政
策
は
破
た

ん
し
、
時
代
遅
れ
。
こ
れ
か

ら
は
、
堺
の
特
性
を
生
か
し

た
ま
ち
づ
く
り
と
一
体
と
な

っ
た
内
発
型
地
域
振
興
策
が

強
く
求
め
ら
れ
る
。

太
郎
参
院
議
員
秘
書
と
じ
っ

く
り
と
面
談
が
出
来
た
。
役

員
は
生
活
苦
で
受
診
で
き
な

い
患
者
の
実
態
を
紹
介
し
、

窓
口
負
担
の
軽
減
を
求
め

た
。
そ
の
上
で
、
今
国
会
で

　

内
心
の
自
由
を
奪
い
、
権

力
を
暴
走
さ
せ
る
「
共
謀

罪
」
法
案
の
衆
院
委
員
会
採

決
前
日
、
患
者
負
担
増
阻
止

の
国
会
行
動
に
取
り
組
ん

だ
。
国
会
前
で
は
共
謀
罪
を

阻
止
す
る
多
く
の
人
が
大
き

な
声
を
あ
げ
て
い
た
。
国
民

が
少
し
で
も
声
を
上
げ
る
こ

と
は
、
統
治
者
の
暴
走
を
止

め
る
有
効
な
手
段
だ
。

　

私
た
ち
協
会
要
請
団
は
、

日
比
谷
野
外
音
楽
堂
で
開
か

れ
た
「
憲
法
25
条
を
守
る
５

・
18
共
同
集
会
」
に
参
加
す

る
と
共
に
、
20
人
ほ
ど
の
大

阪
出
身
の
議
員
に
患
者
負
担

増
の
阻
止
を
訴
え
た
。

　

そ
の
中
で
共
産
党
の
清
水

忠
史
衆
院
議
員
と
、
辰
巳
孝

論論
点点

歯科歯科
拾拾拾 読読読いいい みみみ

運
動
時
、
マ
ウ
ス
ガ
ー
ド
を

／
東
京
新
聞
６
月
６
日
付

　

部
活
動
な
ど
で
歯
を
折
る

事
故
が
多
発
し
て
い
る
と

し
、
マ
ウ
ス
ガ
ー
ド
の
有
効

性
を
紹
介
。
歯
科
医
師
の
診

断
の
上
に
作
製
す
る
こ
と
が

望
ま
し
い
と
指
摘
し
て
い

る
。

３
つ
の
歯
科
テ
ク
ニ
ッ
ク
／

日
刊
ゲ
ン
ダ
イ
５
月
16
日
付

　

適
切
な
歯
科
治
療
を
受
け

る
た
め
に
知
っ
て
お
い
た
方

が
良
い
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、

①
専
門
医
を
選
ぶ
②
疾
患
に

よ
っ
て
は
自
費
診
療
が
ベ
タ

ー
③〝
不
快
の
な
い
治
療
〞を

疑
え
―
―
の
３
つ
を
紹
介
。

【
面
談
】
衆
院
〈
共
産
〉
宮

本
岳
志
、
清
水
忠
史

【
秘
書
対
応
】
衆
院〈
自
民
〉

谷
川
と
む
、
北
川
知
克
、
中

山
泰
秀
、〈
民
進
〉
平
野
博

文
、〈
共
産
〉
堀
内
照
文

参
院
〈
自
民
〉
太
田
房
江
、

柳
本
卓
治
、
松
川
る
い
、

〈
公
明
〉
石
川
博
崇
、
山
本

香
苗
、〈
維
新
〉
東
徹
、
高

木
か
お
り
、〈
共
産
〉
辰
巳

孝
太
郎
、
山
下
芳
生
、
大
門

実
紀
史

【
面
談
】
衆
院
〈
自
民
〉
佐

藤
ゆ
か
り
、〈
維
新
〉
足
立

康
史
、〈
共
産
〉
清
水
忠

史
、
堀
内
照
文

参
院
〈
維
新
〉
高
木
か
お

り
、〈
共
産
〉
辰
巳
孝
太

郎
、
山
下
芳
生

歯
科
医
院
譲
渡

【
住
所
】
堺
市
北
区

【
最
寄
駅
】
地
下
鉄
御
堂
筋

線
「
な
か
も
ず
」
駅

【
金
額
】
応
談

【
設
備
等
】
面
積
96
・
５

坪
。
チ
ェ
ア
４
台
、
パ
ノ
ラ

マ
、
レ
ー
ザ
ー
他
。
駐
車
場

10
台
分
あ
り
。

【
連
絡
先
】
協
会
新
聞
部

℡
06
―
６
５
６
８
―
７
７
３

１
　

掲
載
は
協
会
会
員
に
限
り

ま
す
。
協
会
は
紹
介
の
み

で
、
掲
載
内
容
の
確
認
や
条

件
な
ど
の
交
渉
は
当
事
者
間

で
お
願
い
し
ま
す
。
掲
載
の

お
申
し
込
み
は
新
聞
部
ま

で
。

【
秘
書
対
応
】
衆
院〈
自
民
〉

大
隈
和
英
、
宗
清
皇
一
、
岡

下
昌
平
、
大
西
宏
幸
、
と
か

し
き
な
お
み
、
谷
川
と
む
、

北
川
知
克
、
中
山
泰
秀
、
大

塚
高
司
、
左
藤
章
、
長
尾

敬
、
原
田
憲
治
、
神
谷
昇
、

竹
本
直
一
、〈
公
明
〉
北
側

一
雄
、
佐
藤
茂
樹
、
伊
佐
進

一
、
浮
島
智
子
、
樋
口
尚

也
、〈
民
進
〉
平
野
博
文
、

辻
元
清
美
、〈
維
新
〉
松
浪

健
太
、
遠
藤
敬
、
馬
場
伸

幸
、
木
下
智
彦
、
谷
畑
孝
、

丸
山
穂
高
、
伊
東
信
久
、
椎

木
保
、〈
共
産
〉
宮
本
岳
志
、

〈
無
所
属
〉
上
西
小
百
合

参
院
〈
自
民
〉
太
田
房
江
、

柳
本
卓
治
、
松
川
る
い
、

〈
公
明
〉
杉
久
武
、
石
川
博

崇
、
山
本
香
苗
、
熊
野
正

士
、〈
維
新
〉
浅
田
均
、〈
共

産
〉
大
門
実
紀
史

 

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

松
永
健
治

「
住
み
よ
い
堺
市
を
つ
く
る
会
」
特
別
幹
事

シ
ャ
ー
プ
堺
工
場


